
いのちを守る学習 

避難訓練（不審者） 

６月１８日（水）に、日南警察署の方を

講師に招き、不審者が校舎内に侵入し

たことを想定しての避難訓練を行いま

した。先生の指示をしっかりと聞き、落

ち着いてすばやく行動できていた子

ども達です。自分の命を守るために、

いざという時に考えて行動できるよう

にしてほしいです。 
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1学期も、ご協力ありがとうございました。 
７３日間（１年生は６９日間）の１学期を無事終了することができました。子ども達のが

んばりに大きな拍手です。様々な学習をとおして、しっかりと成長しています。何よりうれ

しいのは命に関わる事故等がなかったことです。 

地域の皆様には、朝の登校指導をはじめ、諸教育活動へのご理解とご協力に心から

感謝申し上げます。２２日は、『あゆみ（通知表）』を持って帰ります。先生たちが一生懸

命一人一人に作成したものです。じっくりとご覧になっていただき、それをもとに、１学期

を振り返り、２学期に向けてがんばる目標につなげてもらえるとありがたいです。 

明日からは夏休みです。夏休みは、今までの学習 

や生活を見つめ直し、新学期に備え、志を新たに準備 

する絶好のチャンスです。お子様にとって有意義な夏 

休みにしていただければと思います。安心安全で楽し 

い夏休みが過ごせるように、見守り等、どうぞお願い 

いたします。 

２学期は、運動会をはじめ大きな行事もたく 

さんあります。子ども達の活躍の場を設けて参 

りたいと考えております。本年度の学校運営の 

テーマは、 “やる気・根気・元気”“思いやり”で 

す。子どもたちがやる気を出し、根気強く、元気に 

頑張る姿も多く見られました。友達に対しての思 

いやりの気持ちをさらに持ちながら、２学期以降 

も、頑張ってくれることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《８・９月の主な行事》※夏休み ７月２３日（水）～８月２４日（日）まで 

８月 １日（金） 登校日 通常登校、１０：１０下校予定 

８月２３日（土） なんごう黒潮まつり 

８月２５日（月） ２学期始業日 児童下校１１：１０予定（給食なし） 

９月 ７日（日） 地区別避難訓練（地震・津波） 参観日 

９月 ８日（月） 振替休業日（７日分） 

９月１９日（金） 地区児童会 

９月２４日（水） 運動会結団式 

朝のあいさつ運動 

      



 

請求が来た。  

この情報化社会の中では、都会も地方も関係ありません。さらに、世界につながって

います。一旦流出した情報は、回収不可能であり、その後、膨大な時間とお金を使うこと

になります。そのような中で、子どもに情報通信機器（スマホやタブレット等）を与えるか

与えないかが議論されています。日南市では、教育委員会・ＰＴＡ協議会・校長会の連名

で「情報化社会に賢く対応し生きるために～スマートフォン等に関するお願い～」の文書

を全保護者に配付しています。南郷小でも、情報通信 機器の持ち込みは原則として禁

止しております。しかし、今の子ども達にとっては、これからの時代の必需品であることは

間違いありません。さらに活用範囲も広がっていくことでしょう。大切なことは、保護者の

責任で、その正しい使い方と情報モラルを理解させた上で子どもに与えるということで

はないでしょうか。 日南市生徒指導連絡協議会では、情報通信機器の使用について

【午後９時以降は利用しない】ということを、市内全小中学校での共通実践事項として

呼びかけています。子ども達が自由に多くの時間を使える長い夏休みが始まります。トラ

ブルに巻き込まれないためにも各家庭におきまして、今一度、情報通信機器の使い方に

ついてご確認いただけないでしょ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者の皆様へのお願い 

○使用ルールの明確化 

 ・使用時間や使用場所のルールを家庭で決めてください。 

 ・午後９時以降のＳＮＳでのやりとりやオンラインはしない。「ながらスマホ」「深夜使用」を避け

る指導をお願いいたします。 

○フィルタリング・ペアレンタルコントロールの活用 

 ・不適切なサイトやアプリへのアクセスを防ぐ設定をご確認ください。 

○定期的な対話と見守り 

 ・お子様がインターネットをどのように利用しているか、日頃から対話を心がけてください。 

 ・不審な出来事やトラブルに気づいた際には、速やかに学校や関係機関へご相談ください。 

○正しい情報リテラシー教育の促進 

 ・情報をうのみにせず、出どころを確認する習慣を育てましょう。 

・SNS での発言が他人にどのような影響を与えるか、思いやりの心をもって使うよう伝えて

ください 

情報化社会に潜む罠～身近にある危険～ 
近年の情報機器の進歩は、目を見張るものがあり、私たちの生活に着実に浸透し

ています。その便利さゆえに重宝していますが、犯罪やトラブルに巻き込まれるケース

も少なくありません。様々な事例が発生しています。  

● 友達の悪口やあらぬうわさを書き込んだＳＮＳが拡散した。（LINE、TikTok、

Instagram、ユーチューブ等）  

● 親の目が届かない所で子どもがゲームをしていて様々なアイテムを購入し、多額

の請求が来た。  

この情報化社会の中では、都会も地方も関係ありません。さらに、世界につながっ

ています。一旦流出した情報は、回収不可能であり、その後、膨大な時間とお金を使う

ことになります。そのような中で、子どもに情報通信機器（スマホやタブレット等）を与

えるか与えないかが議論されています。日南市では、教育委員会・ＰＴＡ協議会・校長

会の連名で「情報化社会に賢く対応し生きるために～スマートフォン等に関するお願

い～」の文書を全保護者に配付しています。南郷小でも、情報通信機器の持ち込みは

原則として禁止しております。しかし、今の子ども達にとっては、これからの時代の必

需品であることは間違いありません。さらに活用範囲も広がっていくことでしょう。大

切なことは、保護者の責任で、その正しい使い方と情報モラルを理解させた上で子ど

もに与えるということではないでしょうか。日南市生徒指導連絡協議会では、情報通

信機器の使用について【午後９時以降は利用しない】ということを、市内全小中学校

での共通実践事項として呼びかけています。子ども達が自由に多くの時間を使える

長い夏休みが始まります。トラブルに巻き込まれないためにも各家庭におきまして、今

一度、情報通信機器の使い方についてご確認いただけないでしょうか。 
 


